
令和２年度 第２回 医療・介護・住まい部会 

（田川市地域包括ケアシステム推進協議会） 

 

  令和３年２月１５日（月）１８：００～ 

田川市役所 ４階 第２委員会室     

 

１ 開会 

 

２ 部会長挨拶 

 

３ 議事 

⑴   「医療と介護の情報共有の仕組みづくり」について・・・・・・・・・ 〔別紙１、資料１〕 

⑵   「多職種連携のための場づくり」について ・・・・・・・・・・・・・ 〔別紙１、資料２〕 

⑶   「住宅のリフォーム・バリアフリー化の推進」について ・・・・ 〔別紙１、資料３、４〕 

⑷   「高齢者向け賃貸住宅の供給促進及び施設等の整備」について ・・ 〔別紙１、資料５、４〕 

⑸    その他                              

 

４ 閉会 

 

次回 令和３年８月頃開催予定 



◎　高齢者が住み慣れた地域で必要な医療・介護サービスが受けられる。

医療と介護の情報共有の仕組みづくり 多職種連携のための場づくり 住宅のリフォーム・バリアフリー化の推進 高齢者向け賃貸住宅の供給促進及び施設等の整備

保健福祉課福祉政策係
高齢障害課高齢介護係

高齢障害課高齢介護係 建築住宅課住宅政策係
高齢障害課高齢介護係
建築住宅課住宅政策係
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事業報告

【保健福祉課】
○医療と介護の連携について
　・【病院対象】入院時の情報提供書（簡易版）の活用等について（資料１）

・ケアカフェたがわ（資料２） 【建築住宅課】
○住宅リフォーム助成事業について
　・住宅リフォームパンフレット（資料３）

○市営住宅への取組みについて
　・日通工跡地整備イメージ図（資料４）

【高齢障害課】
○田川市の介護施設等に係る利用状況調査結果
  （令和2年12月1日現在）（資料５）

【建築住宅課】
○市営住宅への取組みについて
　・日通工跡地整備イメージ図（資料４）

令和元年度
実績

医療・介護・住まい部会の令和元年度実績及び令和２年度実績（予定）

【高齢障害課】
○施設等の現地調査
　・地域密着型サービス事業所において、新規指定及び指定更新
　（6年に1回）に係る現地調査を実施。
　今年度は、新型コロナウイルス感染予防のため更新の実地指導
　は原則行わず、広域連合本部による書面指導に変更して実施。
　　（更新対象事業所：6件。うち入所系：グループホーム3件、小規
　　模多機能居宅介護2件を実施）

○高齢者における介護施設等の利用状況調査
  （令和2年12月1日現在）を実施。

○施設整備の方針について
　・介護保険施設の整備については、福岡県高齢者保健福祉計画
　　の中で施設整備量を計画し、計画期間の3年間で整備している。
　・令和2年度末までに次期計画である「福岡県高齢者保健福祉計
　　画（第9次）」及び「福岡県介護保険広域連合介護保険事業計画
　　（第8期）」を策定することから、福岡県による施設整備意向調査
　　において田川市の施設整備については、整備しない方針で県に
　　報告している。

【建築住宅課】
〇市営住宅への取組みについて
　・高齢者対応賃貸住宅に取り組まなければならない老朽化市営
　　住宅については、向陽台（日通工跡地）で市営住宅建替と県営
　　住宅建替の事業を共同で実施する協定を締結した。その事業
　　協定より市営住宅だけでなく県営住宅を含めた多くの公営住宅
　　の高齢者対応賃貸住宅を促進する事業計画となった。

在宅医療・介護の提供 高齢者の居住確保事業の柱

事業

担当課
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度
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定

）

令和２年度
実施概要

【保健福祉課】
○地域医療構想について
　・田川区域地域医療構想調整会議の動き
　　⇒今年度開催無し
　・国の動き
　　⇒厚生労働省が都道府県に対して求めていた「公立・公的医療機関等の具体的対
　　　応方針の再検証等」については、新型コロナウイルス感染症の影響により提出期
　　　限が延期となっている。
　　⇒再検証の期限を含め、地域医療構想に関する取組の進め方については、厚生労
　　　働省において改めて整理し示すこととなっている。

○医療と介護の連携について
　・入所系（居住系）施設から入院する際に、入院時情報提供書（簡易版）を受け取る側
　　の入院設備を持つ病院（田川市郡内の14院）を対象に、本様式の活用等に関する
　　アンケートを実施した。
　・アンケート結果を受けて、今後次の二点について検討する予定。
　　①簡易版様式の見直し
　　②入院時の情報提供を行う施設、事業所等に対し、改めて入院時情報提供書（簡易
　　 版）の活用を依頼

【高齢障害課】
◯退院時等連携会議　（3月頃予定）
　・「入退院時連携マニュアル」（Ｈ30年3月）作成後の評価
　・連携成果指標の目標設定及び具体的取組内容の提示
　・入退院時連携の具体的事例の検討

◯医療・介護関係者間の情報共有
　・とびうめネット活用推進に向けた情報共有・意見交換（医師会主催）
　・在宅医療・介護連携に関する研修会（県・医師会主催）

【高齢障害課】
◯田川地区在宅医療連携協議会
　・在宅医療介護推進研修会（３ブロック合同WEB研修）
　　「在宅系施設における新型コロナウイルス感染対策」　（１月末頃）
　
◯ケアカフェたがわ
　・第１回「コロナ禍の中、在宅医療介護の現状と課題」
　　　　　～自部署で困っていることや工夫していること～　参加 50人
　・第２回「地域事例で学ぶ臨床倫理」WEB研修予定（3月）

◯田川市地域ケア座談会
　・新型コロナウイルスの感染予防のため地域での座談会は中止し、
　　人生会議等に関する啓発資料を作成し配布予定

【建築住宅課】
〇住宅リフォーム助成事業について
　・個人住宅のバリアフリー改修助成事業は、35件・助成額500万円
　　の計画が30件・助成額500万円の実績の見通しである。
　
　・住宅リフォーム助成事業広告のチラシのポスティングは、申請の
　　推移により目標達成が見込まれたため実施しなかった。

〇市営住宅への取組みについて
　・バリアフリー化に取り組まなければならない老朽化市営住宅に
　　ついては、向陽台（日通工跡地）で市営住宅建替と県営住宅建
　　替の事業を共同で実施する協定を締結した。その事業協定より
　　市営住宅だけでなく県営住宅を含めた多くの公営住宅のバリア
　　フリーを促進する事業計画となった。

【保健福祉課】
○地域医療構想について
　・令和元年9月26日　　第24回地域医療構想に関するＷＧ（厚労省）
　　⇒公立・公的医療機関等の具体的対応方針の集計結果が示される。
　　⇒公立・公的医療機関等の高度急性期又は急性期病床に係る部分の診療実績の
　　　分析結果が示される。
　　⇒具体的な対応方針について、再検証が必要として再編統合を検討するよう求める
　　　424公立・公的医療機関名を公表（福岡県13病院：うち筑豊地区は飯塚市立病院、
　　　総合せき損センター、嘉麻赤十字病院、飯塚嘉穂病院、川崎町立病院）
　・令和元年10月　　地域医療構想に関するブロック別意見交換会（全国７会場）
　・令和元年11月　　令和元年度第1回田川区域地域医療構想調整会議
　・令和２年１月　　　厚労省から都道府県に「具体的対応方針の再検証等」について
　　通知
　　⇒再検証対象医療機関は、調整会議の中で医療機能等について説明をし、都道府
　　　県は具体的対応方針の妥当性について確認すること。

○医療と介護の連携について
　・入院時情報提供書（簡易版）を配布した提供先施設、事業所等（市内37施設）に
　　おいて、その後の活用状況を調査するためアンケートを実施した。
　・市立病院への聞き取り調査について
　　患者相談室長及び医療連携室長へ、入院時情報提供書（簡易版）の受取処理
　　及び今後の活用について聞き取りを行った。
　

【高齢障害課】
◯退院時等連携会議　年3回（6月、10月、1月）
　・訪問看護ステーション連絡協議会が新たに参加
　・入退院時連携マニュアルのホームページ掲載
　・入退院時連携マニュアルの活用地域拡大検討
　・医療介護診療報酬改定及び連携加算についての情報共有及び現状把握
　・入退院時連携指標の共有、課題抽出
　・要因分析による入退院時連携推進のための課題検討
　・地域医療連携パスの紹介、連携事例の共有
　・在宅医療介護連携指標の検討

◯医療・介護関係者間の情報共有
　・とびうめネット活用推進に向けた情報共有・意見交換（医師会主催）
　・在宅医療・介護連携に関する研修会（県・医師会主催）

【高齢障害課】
◯田川地区在宅医療介護連携協議会
　・在宅医療介護推進研修会
　　中田川ブロック会議「誤嚥性肺炎患者の再発防止について」

◯ケアカフェたがわ　参加170人
   　（内訳：専門職142人、市民28人）
　・第1回「人生会議」
　・第2回「家族が語る在宅介護看取りのプロセス」
　・第3回「地域で見守る認知症について」
　・第4回「地域事例で臨床倫理」（中止）

◯地域ケア座談会　参加57人
　　（西平松区・星美台区・社会福祉協議会）

【建築住宅課】
〇住宅リフォーム助成事業について
　・個人住宅のバリアフリー改修助成事業は、40件・助成額700万円
　　の計画が42件・助成額480万円の実績であった。
　

〇市営住宅への取組みについて
　・田川市市営住宅管理戸数削減計画を策定し、老朽化市営住宅
　　団地（日吉町･中央･新野上･平和）をバリアフリー住宅として令
　　和6年度までに80～100戸を建替する事とし、用地を非現地の
　　向陽台（日通工跡地）に選定した。

【高齢障害課】
○施設等の現地調査
　・地域密着型サービス事業所において、新規指定及び指定更新
　　（6年に1回）に係る現地調査を実施。
　　（更新対象事業所：7件。うち入所系：グループホーム2件、小規
　　模多機能居宅介護1件を実施）

○高齢者における介護施設等の利用状況調査
  （令和元年12月1日現在）を実施。

【建築住宅課】
〇市営住宅への取組みについて
　・田川市市営住宅管理戸数削減計画を策定し、老朽化市営住宅
　　団地（日吉町･中央･新野上･平和）を高齢者対応賃貸住宅として
　　令和6年度までに80～100戸を建替する事とし、用地を非現地の
　　向陽台（日通工跡地）に選定した。

別紙１



【病院対象】入院時情報提供書（簡易版）の活用等について 

 

１ 入院時情報提供書（簡易版）の活用等に関するアンケート結果について 

 

⑴ 実施概要 

ア 対 象 者：入所系（居住系）施設から入院する際に、入院時情報提供書（簡易版）  

を受け取る側の入院設備を持つ病院（田川市郡内１４院）  

イ 実施方法：郵送後、ファックス又はメールで回収  

ウ 実施期間：令和３年１月４日～１月２２日 

エ 回 答 数：１４院中１３院（１院は内容が該当しないため辞退）  

 

⑵ 情報提供書の活用等について 

【はい】 ・・・ ２院 

    ・施設から入院の場合は、概ね用いられていると思われる。 

・入院した全ケースとはいかないが、入院時に担当ケアマネから情報をもらうこ 

とがある。 

   【いいえ】 ・・・ １１院 

    ・看護添書での情報提供が多く、入院時情報提供書のケースが少ない印象。 

    ・この書式でもらえる施設もあるが、積極的と言える状況ではない。施設独自の

書式であったり、口頭の連絡であったり、バラバラである。 

 

【はい】 ・・・ ３院 

    ・入院前のＡＤＬ、認知症状等の確認ができ、治療、看護のみならず退院支援に

も活用できている。 

    ・入院前の情報がわかるため、治療方針、看護計画などの参考になる。また、コ

ロナ感染によりカンファ開催が難しいため、より重要さが増している。 

問１ 現在、市内の入所系（居住系）施設から貴医療機関に入院される際、入院時

情報提供書（簡易版）が積極的に活用されていると感じられますか。  

問２ （問１ではいと答えた場合）市内の入所系（居住系）施設から貴医療機関に

入院される際、入院時情報提供書（簡易版）が活用されることにより、効果は

ありますか。 

Administrator
スタンプ



・病院からの転医は、検査データから病歴、経過、注意点などの情報が多いが、

居宅からはお尋ねしないと得られないことが多いから。 

   【いいえ】 ・・・ ０院 

 

   【はい】 ・・・ １２院 

    ・書面にする事で関係部署との連携がとりやすい。受け入れがスムーズである。  

・口頭ではなく紙面で入院前の患者の情報を確認できるため、情報の齟齬が起き

にくいので、活用をお願いしたい。 

・入院時に聴取すべき情報が概ね整理されており、相互に時間短縮が見込める。  

・情報が一目見てわかるというのは、とても使いやすい。情報整理もしやすい。  

・クライエントの状況が分かりやすく、今後の対応の計画が立てやすくなるから。  

・入院前のＡＤＬ等が把握できれば、治療やリハビリの計画が立てやすい。  

・全ての施設が利用することになれば、病棟にも入院時の情報として本様式があ

ることを周知し、参考にしながら聞き取りをしてもらうことができる。  

   【いいえ】 ・・・ ０院 

 

【はい】 ・・・ ５院 

    ・認知状態、精神状態について、詳しく確認できる項目がほしい。 

・保険情報もあると助かる。 

    ・アレルギー体質について（食物、薬品など） 

・歯科における入れ歯、残数等 

・日常生活自立度（寝たきり度）判定基準Ａ１～Ｃ２の項目  

    ・担当者の連絡先があると、連携がとりやすくなると感じる。  

    ・認知機能についての情報 

・入院歴、手術歴等の情報 

   【いいえ】 ・・・ ８院 

 

問３ 今後、市内の入所系（居住系）施設に対して、より積極的に入院時情報提供

書（簡易版）を活用してもらうことを希望しますか。  

問４ 入院時情報提供書（簡易版）の様式について、改善要望等はありますか。  



ケア・カフェたがわはまったく新しいコンセプトで行われる地域住民、医療者・介護者・福祉者との集

まりです。顔の見える関係作りと自分の住んでいる地域の医療介護について意見交換しあいましょう。 

カフェを訪れるように気軽に参加してください。 

 

●申し込み・問い合わせ 

〒825-8501 田川市中央町 1-1 田川市高齢障害課 高齢介護係（福岡・河野）   

☎ 0947-85-7129   FAX 0947-42-2000    主催 田川市・福岡県立大学  

【開催日】 令和２年１０月２１日（水）１８：３０～２０：００ 
 
【場 所】 田川市民会館 講堂  
 

【内 容】「コロナ禍の中、在宅医療・ 介護の現状と課題について」 
【コメンテータ】 田川医師会 副会長 岡部 浩司氏 

福岡県立大学 看護学部 尾形 由起子教授 

【対象者】医療介護に関わる方 定員５０名以内限定 

【参加費】無料   

【申込締切日】令和２年１０月１２日（月） 

※ 当日の飲み物は各自持参でおねがいします。 

 

 

 

    

 

 

 

 

テーマ：『コロナ禍の中 、在宅医療 ・介護の 

現状と課題 』について 

～所 属 で困 っていることや工 夫 していること～  
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

※コロナ禍の開催のため、マスク装着 

 仕切り版使用、ソーシャルディスタンスを厳守し 

 開催いたします。 

尚、参加にあたり新型コロナ感染対策に対する各自チェックを忘れずお願いします。 

 自宅で検温平熱確認をおねがいします。 

 発熱がなくても風邪症状、体調が優れない方は参加をご遠慮ください。 

 会場でも検温、手指消毒を実施します。 

                            

ソーシャルディスタンスを

保ちながら 

情報共有しましょう。 

令和２年度 第１回 

たがたん 
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在宅医療・介護連携推進事業 担当者宛 

第１回 ケア・カフェたがわ 参加申込書 

*申し込みの際、医療介護関係者は、職種、団体名の記入をお願いいたします。 

申込締切日 令和２年１０月１２日（月）  ※定員になり次第締め切らせていただきます！ 

 

氏 名・ふりがな 職 種 団体名   電話番号    

   

☎  

   

☎  

   

☎  

正門 

田川市民会館 講堂 

住所：田川市大字伊田 2550-1 

電話番号：0947-44-5110 

 

※コロナ禍の中、医療介護に従事する中で、困りごと

や疑問点等ありましたら、事前にお聞かせください。 

FAX 0947-42-2000 
このままFAXでお送りください 



ケア・カフェたがわは地域住民や医療・介護・福祉従事者が参加し、顔の見える関係作りと自分の住ん

でいる地域の医療介護についての意見交換会を行う集いの場です。 

※新型コロナ感染拡大防止のため、オンライン形式（マイクロソフト チームス）でお会いしましょう 

●申し込み・問い合わせ 

〒825-8501 田川市中央町 1-1 田川市高齢障害課 高齢介護係（福岡・河野）   

☎ 0947-85-7129   FAX 0947-42-2000    主催 田川市・福岡県立大学  

【開催日】 令和３年３月１６日（火）１８：００～２１：００ 
 
【方 法】 マイクロソフト チームスで研修 

 パソコンやインターネット環境がない場合は、ご相談ください。 

 

【内 容】 講師：琉球大学病院 地域・国際医療部 

特命助教授 金 城 隆 展 先 生（臨床倫理士） 
 

 

 

 

 

 

 

【コメンテータ】田川医師会 副会長 岡部 浩司氏 

        福岡県立大学 看護学部 教授 尾形 由起子氏 

【対象者】住民、在宅医療介護に関わる方、テーマに興味がある方、どなたでも。 

【参加費】無料 （マイクロソフト チームス使用によって発生した通信料・通話料等は自己負担です。）  

【申込締切日】令和 ３年 ２月２２日（月） 

       

 

 

 

    

 

 

 

 

テーマ：カード方 式 事 例 検 討 で学 ぶ臨 床倫理  

 ～多 職 種 と住 民 を結 ぶ共 同 意 思 決 定 ～  

 
 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

             

           

 

                            

（講師プロフィール） 

平成 12 年米国ロマリンダ大学大学院にて生命医療・臨床倫理学修士号、平成 20 年大阪府立大学大学院にて博士号。 

ロマリンダ大学クリスチャンバイオエシックスセンター運営管理人、大阪府立大学人間社会学部客員研究員、東京大学 大学医

学系研究科特任研究員、琉球大学医学部非常勤講師、群馬大学非常勤講師を経て、現職。 

専門は生命倫理、医療倫理、臨床倫理、医療倫理教育。ナラティヴを医療倫理に導入した「ナラティヴエシックス」を研究。 

たがたん 

令和２年度 第２回 

いろいろな方々と 

オンライン上で 

語り合いましょう     

当日配布資料 



●申し込み・問い合わせ 

〒825-8501 田川市中央町 1-1 田川市高齢障害課 高齢介護係（福岡・河野）  

メールアドレス：kourei@lg.city.tagawa.fukuoka.jp 
☎ 0947-85-7129   FAX 0947-42-2000    主催 田川市・福岡県立大学  

在宅医療・介護連携推進事業 担当者行き 

令和２年度 第２回ケア・カフェたがわ（マイクロソフト チームス） 

新型コロナ感染症に関して２度目の緊急事態宣言が発令される中、終息が 

見通せず、対面集合型の会議や研修などの開催は難しい状況となっています。 

そこで、今回、新たな取組として、オンライン研修を企画しました。 

この機会に、ぜひオンライン研修（マイクロソフトチームス）の参加に 

チャレンジしてみませんか。 

参加申込書 

希望する参加方法のいずれかに〇で囲んでください。 

（グループワーク参加・実演視聴の参加） 
 

 

パソコンが苦手な方でも、マイクロソフト チームスの操作方法をわかりやすく説明

いたしますので、ケア・カフェたがわに興味のある方は、是非お申込みください。 

申込締切日 令和３年２月２２日（月）  ※不明な点は、お気軽にお問合せください。 

 

 

 

 

 

氏 名・ふりがな 職 種 団体名   電話番号    

   

☎  

メールアドレス  

   

☎  

メールアドレス  

   

☎  

メールアドレス  



【問合せ】 田川市役所2階 建築住宅課 住宅政策係 ☎0947-85-7152 

※申請書類は、田川市ホームページからもダウンロードできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 補助金額 対象となる工事費（税抜）の 10％ 

（ただし、補助金額は 20 万円が上限） 

■ 補助対象工事  
・ バリアフリー改修工事（段差の解消など） 

・ 省 エ ネ化 改修工 事（二重サッシの設置など） 

・ 耐 久 性能 改修工 事（屋根・外壁塗装など） 

・ 耐 震 改 修 工 事（基礎部分の補強など） 

■ 施工業者 田川市内の業者で各種要件を満たしている業者に 

限ります。  

   

補助金申請前に着工している工事は対象外です。 
 
 

 
 

田川市住宅リフォーム補助金制度 

Administrator
スタンプ
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【問合せ】 田川市役所2階 建築住宅課 住宅政策係 ☎0947-85-7152 

※申請書類は、田川市ホームページからもダウンロードできます。 

対象・対象外の工事内容 

■「対象」となる主な工事 

 

工 事 項 目 工 事 内 容 備 考 

バリアフリー改修工事 

段差の解消、手すりの設置など  

浴室改修 バリアフリーに配慮したものであること 

トイレ改修 便器やウォシュレットのみの改修は対象外 

省エネ化改修工事 
壁・床・天井等の断熱材設置工事  

二重サッシの設置、ペアガラス設置  

耐久性能改修工事 
屋根及び外壁の塗装 塗装のための洗浄などを含む 

壁・床・天井改修工事 クロスの張替えのみは対象外 

耐 震 改 修 工 事 
基礎部分の補強 

木造住宅耐震改修事業との重複不可 

筋かい・柱とはり・土台の補強 

 

■「対象外」となる主な工事 

 

工 事 内 容 備 考 

市外の法人事業所または市外に在住の個人事業主

に依頼して行う工事 
 

住居部分以外の改修 店舗、事務所部分、賃貸住宅など 

車庫、物置、倉庫などの工事  

外構工事 門、フェンス、塀、テラスなど 

太陽光発電設備などの設置  

仮設トイレ  

造園工事 花壇造設、芝張りなど 

リフォーム以外の工事 電話･インターネットの配線、アンテナの設置など 

解体工事 対象のリフォーム工事に伴う部分解体は除く 

 
※上記の工事は、想定される工事の一例です。詳しくは問合せください。 

 

 
【ご注意】 

市では業者の斡旋・紹介はしていません。また、電話や訪問による勧誘も行っていません。 

※給湯器・便器・キッチン・畳など 
備品交換のみは対象外 
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　介護保険施設等（入所施設） 令和２年１２月１日現在

介護保険
サービス

福岡県高齢者
保健福祉計画
　整備量管理

市内
施設数

定員数 入所人員 入所率

田川市 98人

市外 148人

地域
密着

　地域密着型介護老人福祉施設
　（地域密着型特別養護老人ホーム）
　※定員29人以下

介護保険 意向調査　有
保険者

（広域・市）
指定 0 - - - - -

田川市 130人

市外 116人

　介護医療院 介護保険 意向調査　有
県

（介護保険課）
指定 0 - - - - -

田川市 4人

市外 4人

田川市 124人

市外 19人

田川市 19人

市外 18人

田川市 20人

市外 9人

施設区分 指定等　関係機関

　軽費老人ホーム

　養護老人ホーム

地域
密着

　認知症対応型共同生活介護
　（グループホーム）

　介護老人福祉施設
　（特別養護老人ホーム）
　※定員30人以上

　介護老人保健施設（老人保健施設）

介護保険

介護保険

介護保険

介護保険

意向調査　有

意向調査　有

　介護療養型医療施設（療養型病床群等）

意向調査　有

意向調査　有

意向調査　有

県
（介護保険課）

県
（介護保険課）

県
（介護保険課）

保険者
（広域・市）

県
（介護保険課）

県
（介護保険課）

指定

指定

指定

指定

指定

指定 4

3

1

11

1

1 30人 29人

37人50人

143人162人

8人8人

246人280人

246人260人

96.7%

入所人員の保険者

74.0%

88.3%

100.0%

87.9%

94.6%

Administrator
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〇介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム） 単位：人

№ 施　設　名 住　　所 定員

1 特別養護老人ホーム　寿楽園  田川市伊加利平原２０９７番地 100

2 特別養護老人ホーム　ことぶき園  田川市伊田４３１－１ 50

3 特別養護老人ホーム　むつみ園  田川市夏吉３６－４ 50

4 ユニット型介護老人福祉施設　春のおとずれ  田川市伊加利２０４７－３ 60

〇介護老人保健施設（老人保健施設）

№ 施　設　名 住　　所 定員

1 介護老人保健施設　あけぼの荘  田川市夏吉４６番地 100

2 介護老人保健施設　明寿苑  田川市川宮１５６９番地の２ 100

3 介護老人保健施設　サンドリーム　田川  田川市伊加利２０４７－４ 80

〇介護療養型医療施設（療養型病床群等）

№ 施　設　名 住　　所 定員

1 医療法人田中医院  田川市春日町１番７号 8

〇認知症対応型共同生活介護（グループホーム）

№ 施　設　名 住　　所 定員

1 グループホーム　見立  田川市弓削田3251番地 9

2 グループホーム　めぐみの里  田川市夏吉364番地 18

3 グループホーム　サンホーム  田川市川宮1711番地29 18

4 いきいきハウス日吉町  田川市糒2264番地1 9

5 医療法人吉峯医院　グループホーム日の出  田川市新町24番24号 18

6 グループホーム　夏吉園  田川市夏吉3614番地の1 18

7 グループホーム　やすらぎ  田川市伊田426番地 18

8 グループホーム　愛の里　白寿荘  田川市奈良1534番地の31 18

9 グループホーム　心笑み　伊田  田川市伊田3764-1 9

10 グループホーム　愛ほーむ  田川市夏吉334番15 18

11 グループホーム　老花家  田川市伊田2585番地4 9

〇養護老人ホーム

№ 施　設　名 住　　所 定員

1 シントラスト夢美苑 田川市川宮1567-8 50

〇軽費老人ホーム（ケアハウス）

№ 施　設　名 住　　所 定員

1 ジョイハート 田川市大字奈良１５２９－５５ 30

介護保険施設等（入所施設）（施設名）



　その他の高齢者向け住宅 令和２年１２月１日現在

介護保
険サー
ビス

福岡県高齢者保健福祉
計画にて整備量管理

市内
施設数

定員数 入居人員 入居率

田川市 47人

市外 42人

田川市 224人

市外 196人

　健康型
県

（介護保険
課）

届出 0 - - - - -

田川市 48人

市外 50人

田川市 124人

市外 80人

　シルバーハウジング
国土交通省
厚生労働省

届出 0 - - - - -

420人473人18届出

入所人員の保険者

89人90人2届出

　サービス付き高齢者向け住宅

施設区分 指定等　関係機関

有
料
老
人
ホ
ー

ム

県
（介護保険

課）
　介護付

98人100人1登録
県

（住宅計画
課）

88.8%

98.9%

　高齢者向け優良賃貸住宅 90.3%

98.0%

204人226人4認定（終了）
県

（住宅計画
課）

県
（介護保険

課）
　住宅型



〇介護付有料老人ホーム（県介護保険課届出分） 単位：人

№ 施　設　名 住　　所 定員

1 アットホームこころ 田川市大字夏吉417-3 30

2 さわやか田川館 田川市大字伊田393-1 60

〇住宅型有料老人ホーム（県介護保険課届出分）

№ 施　設　名 住　　所 定員

1 コレクティブハウス「めぐみ」 田川市大字夏吉２６３番地１１ 16

2 住宅型有料老人ホームぱらだいす 田川市大字夏吉3062番地の１ 20

3 住宅型有料老人ホームレッヒェルン 田川市大字川宮664番地 33

4 住宅型有料老人ホームきらぼし 田川市大字弓削田117-1 40

5 サニーサイド 田川市大字伊加利２１４０－８ 14

6 住宅型有料老人ホームまごころ 田川市伊田4849番地1 18

7 いきいきハウスレジデンス 田川市大字糒2265番地1 18

8 日の出荘 田川市大字伊田491-1 22

9 第２日の出荘 田川市大字伊田487-1 20

10 第３日の出荘 田川市大字伊田492-1 20

11 住宅型有料老人ホームケアタウンあいあい田川 田川市大字糒2085-10 89

12 後藤寺サクラ園 田川市丸山町1番4号 40

13 かながわ苑 田川市大字夏吉1785-1 36

14 サンプレイス暖家の丘 田川市大字位登113番地1 50

15 高齢者住宅縁むすび 田川市大字伊田2892-3 10

16 みまもり荘　慈愛 田川市大字位登1774番地1 5

17 高齢者住宅　えにし 田川市伊田2793番地1 10

18 住宅型有料老人ホーム　みつばち 田川市大字奈良1539-4 12

〇サービス付高齢者向け住宅

№ 施　設　名 住　　所 定員

1 サンフェロー暖家の丘 田川市大字糒824番地20 100

〇地域優良賃貸住宅（高齢者型）

№ 施　設　名 住　　所 定員

1 かながわ苑 田川市大字夏吉1785番地1 36

2 後藤寺サクラ園 田川市丸山町1番4号 40

3 サンプレイス暖家の丘 田川市大字位登113番地1 50

4 サンフェロー暖家の丘 田川市大字糒824番地20 100

　その他の高齢者向け住宅（施設名）


